





































































で想像力を放棄した行為だろうか」と述べる（小松, 2004, p. 217）。森岡正博も「パーソン論とは、暴力と
殺戮が交錯する生と死の現場において、私が「責め」を負わなくていいような状況を作りだすための論理


















































8）Tooley（1983, pp. 34－6 ）, Tooley（1998 a, b）
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13）また J. J. トムソンの有名な中絶擁護の議論（Thomson, 1971）は、当時のプロチョイス派やフェミニスト
たちが主張していた自己決定を中心にした議論よりはるかに保守的で穏健なものだったということが国





























本的文献として評価の高いアンソロジーである Oxford Readings in Philosophyシリーズの Bioethics
でも、エンゲルハートの名は 2度脚注にあらわれるだけであり、そこで参照される論文も“The
Disease of Masturbation”と K. W. Wildes の共著“The Four Principles in Care Ethics and Post-
Modernity: Why a Libertairian Interpretations Unavoidable”である（Harris, 2001）。エンゲル
ハートの文章がアンソロジーに収録されないのは版権やエンゲルハート自身の哲学的立場の変
更などの事情があるのかもしれないが、英米圏における引用数に関しては国内外の差が大きす
ぎるように思われる。また逆に、エンゲルハートの The Foundations of Bioethics 第 1版、第 2











































































































21）同じことは、J. J. トムソンの論文「人工妊娠中絶の擁護」（Thomson, 1971）での「善きサマリア人」に
ついての長い議論についても言える。
22）Marquis（1989）; Hare（1975）; Gensler（1986）など。
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